
 

 

 

 

 

 

 

通学路で事故・・市としての対応を求める 

６月議会の一般質問で 

（吉川）4 月 27 日の朝、登校中の児童の列に軽トラックが突っ込む、と

いう大変悲しい事故が起きました。子どもたちの安全な通学方法の確保に

ついて質問します。 

 通学路の交通安全についてですが、通学路の危険個所についてはどのよ

うに対応していますか。 

（答）小学校は学校職員が

一緒に通学路を歩きながら

危険個所の点検をしていま

す。中学校は、生徒から危険

個所を聞き取り、現地調査

を行っています。 

（吉川）先日子どもと一緒

に歩いてみて、道路状況だ

けでなく、子どもの行動で

危険だと思われるところな

どがわかりました。冬季の

凍結、雪かき状態などそれ

ぞれの季節での安全対策

や、中学生の通学路となる

と、暗くなってからの帰宅ということも考え、街灯の位置なども再確認する

必要があります。 

 【春日での事故対応について】4 月 27 日に、酒気帯び運転していた

軽トラックが通学中の春日、高橋地区の児童へ突っ込むという、不幸な事故

が起きました。運転手は酒気帯びだった上、スピードもかなり出ていたそう

で、子どもたちのけがに胸が痛みました。多くの子どもがショックを受け、

ストレスも感じました。保護者の方々や区長さんから要望もうかがいまし

た。ガードレールの設置や車を減速させるための舗装、看板の設置など、ま

た地区の子どもたち全員のバス通学が地元から要望されています。通学路

である県道ゆざわ望月線の整備要望について、そして、事故後の児童に対す

る通学支援やカウンセラーなどの心のケアについてどのように対応してい

るか、伺います。 

（市長）朝 7 時過ぎに酒気帯びの者の交通違反によって起きた事故という

ことで、大変憤りを感じますし、大きなショックを受けたところです。建設

部長、学校教育部長と共に佐久建設事務所へ行き、みなさまからいただいた

地域の声を踏まえ、佐久建設事務所長へ改めて通学路になっている県道の

交通安全対策をお願いしました。佐久建設事務所長から次の交通安全対策

を実施するとの回答をいただきました。①事故現場付近 250ｍ区間の車線

内に道路幅を狭く見せて速度抑制をさせるドットライン設置、②センター

ラインに車が走ると音が鳴り、運転手に注意を促すリブ付きセンターライ

ン設置、③横断歩道近くに減速を求める路面標示である制動心理マーク、ダ

イヤマークの 2 種類を付ける、④春日温泉からの市道と県道との交差点で

あるＴ字路へガードレールを設置、⑤事故車両により傷跡をつけられた縁

石の補修を含めた事故現場の舗装工事、縁石にはラバーポールを立てる。5

つ目の工事はすでに終了していますが、その他も 7 月中には終了するとい

うことで、佐久建設事務所としては迅速な対応をとっていただきました。 

（教育長）望月小学校の登校時に発生した事故の対応について市教育委員

会では、負傷した 4 名の児童に対しては、身体的、心理的な回復を図るた

めに、5 月 6 日から 27 日までスクールバスでの通学の支援をしました。

高橋地区の他の児童に対しては、事故後保護者の当番制で自家用車による

送迎が行われました。教育委員会としては、子どもたちの元気な徒歩通学を

再開させてあげ

たいと考えまし

た。児童の不安を

取り除いて行く

方策としまして、

保護者の皆さま

に次の 2 点を提

案させていただ

きました。①児童

の登下校時に市

の職員または小

学校教員が同行

して、安全確保と

共に不安の軽減

を図る、②登下校時に青パト（青いランプのパトカー）による運転者への啓

発、児童への不安軽減を図る。5 月 17 日より児童の登下校時の同行及び

通学路パトロールを実施しています。この事故により負傷した 4 名の児童

と事故を目撃した児童を中心にして、事故に対する心のケアをするために、

4 回にわたって、県のスクールカウンセラーによるカウンセリングを行い

ました。また本市にいますスクールメンタルアドバイザーの学校訪問の回

数を増やして、不安を抱える子どもたちの学校生活のサポートにあたって

います。 

（吉川）親も子どもも、いつでも相談できる体制を整えていてほしいと思い

ますが、市としては期間を区切ってと考えていますか？また、青パトも期間

があるかどうかお聞きします。 

（教育長）無期限と言うわけではありません。そろそろ子どもたちだけで登

校できる状況が認められます。学校や保護者とも相談しながら、適当な時期

に、同行については不要にしていかなくてはいけないと思っています。子ど

もたちには一人一人が自分の目で確認しなさいと言う指導も続けながら、

だんだん私たちのサポートは引いて行きたいと考えています。青パトも同

様です。 

（吉川）今回被害にあわれた保護者の方たちも含めて、本当にいろいろスト

レスも感じていましたし、葛藤もありました。そういったことも含め、子ど

もたちにとって何が一番いいのか、子どもたちを中心に考え、子どもたちの

意見を取り入れる

ことも、交通安全の

実現に繋がってい

くのだと思います。

今回の事故はとて

も不幸なことでし

たが、これを教訓に

して、さらに安心安

全な環境を作って

いく努力をしてい

きたいと思います。

子どもたちが常に

愛と感謝に包まれ、

平和の心で暮らし

ていくことができ

る環境の実現を願

います。 
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パネルを使って市長が説明 

髪を切り、子どもの「かつら」に提

供しました！ 
ジャーダックというＮＰＯ法人があります。髪の

毛の提供を受け、がん治療など、頭髪の悩みを持つ

１８歳以下の子どもたちに、人毛かつらを無償でプ

レゼントするという活動をしている団体です。 

３０㎝以上ないといけないというので、背中の真

ん中まであった髪を、あごの長さくらいまで切りま

した。私だという 

ことがわかってもらえ 

なかったことも何度か 

ありました。 

ばっさり切りたい！ 

という方がいらしたら、 

こういった活動もどう 

ですか。 

 



 
  

第
二
回
定
例
議
会
が
６
月
３
日
か
ら
６
月
２９
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
吉
川
議
員
は
一
般
質
問
に
登
壇

し
ま
し
た
。 

■
子
ど
も
の
通
学
路
に
つ
い
て
（
一
面
に
掲
載
） 

 

■
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の 

追
跡
調
査
を
！ 

（
吉
川
）
先
日
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
が

国
と
製
薬
会
社
を
集
団
提
訴
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
薬
害
訴
訟
全
国
弁

護
団
は
150
人
に
及
び
、
薬
害
エ
イ
ズ
や
C
型
肝
炎

訴
訟
に
及
ぶ
規
模
で
、
大
型
薬
害
訴
訟
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
佐
久
市
内
で
の
各
年
度
の
接

種
者
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
答
）
平
成
23
年
度

2410
人
、
平
成
24
年
度
811
人
、

25
年
度
123
人
、
26
年
度
３
人
、
27
年
度
１
人
、
総

計
3348
人
で
す
。
接
種
に
伴
い
様
々
な
健
康
被
害
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
25
年
６
月
よ
り
積
極
的
勧
奨
を

控
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
佐
久
市
内
で
３
千
人
を
超
え
る
女
性
が
、

副
反
応
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
険
を
抱

え
て
い
る
の
で
す
。 

全
国
的
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
副
反
応
追
跡

調
査
で
は
、
対
象
と
な
っ
た

1789
人
中
186
人
が
未
回

復
と
い
う
結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
被
害
者
連
絡
会

に
よ
る
と
、
副
反
応
の
可
能
性
が
あ
る
報
告
は

1000

件
を
超
え
る
そ
う
で
す
。 

一
昨
年
質
問
し
た
際
に
は
24
年
度
に
佐
久
市
で

は
２
件
の
副
反
応
の
報
告
が
あ
っ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
副
反
応
報
告
は
あ
り
ま
し

た
か
？ 

（
答
）
23
年
度
以
降
、
４
件
の
副
反
応
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
す
べ
て
国
に
報
告
済
み
、
26
年
度
以

降
の
副
反
応
報
告
は
２
件
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
々

は
26
年
度
以
前
に
接
種
し
た
方
々
で
す
。
ま
た
、

こ
の
他
に
現
在
相
談
中
の
方
も
１
件
あ
り
ま
す
。 

（
吉
川
）
鎌
倉
市
や
他
の
自
治
体
が
進
め
て
い
る

よ
う
な
、
全
接
種
者
を
対
象
と
し
た
追
跡
調
査
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
全
国
議
長
会
で
の
決
議
や

被
害
者
か
ら
の
要
望
を
重
視
し
て
、
佐
久
市
で
追

跡
調
査
を
行
う
意
向
は
あ
り
ま
す
か
？ 

（
答
）
佐
久
市
の
現
状
で
は
追
跡
調
査
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
市
内
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
に

対
し
て
、
健
康
被
害
が
疑
わ
れ
る
方
が
受
診
し
た

場
合
、
市
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
相
談
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
不
妊
な
ど
に
繋
が
る
可
能
性
も
否
定

で
き
ま
せ
ん
。「
世
界
健
康
都
市
」
宣
言
を
し
て
い

る
佐
久
市
と
し
て
は
、
ぜ
ひ

3348
人
全
員
の
追
跡
調

査
を
実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
お
む
ね
100
％
治
癒
す

る
と
、
日
本
産
婦
人
科
腫
瘍
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
答
）
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
検
診

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
早
期
発
見
早
期
治
療

に
つ
な
が
り
、
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
受
診
勧
奨
に
努
め
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。 

（
吉
川
）
な
ま
け
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
、
と
か
、

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ツ
だ
と
い
っ
た
、
被
害
者

を
攻
撃
す
る
よ
う
な
心
な
い
報
道
も
あ
り
ま
す
。

国
レ
ベ
ル
で
は
再
開
の
議
論
も
始
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
佐
久
市
と
し
て
は
市
民
に
寄
り
添
い
、

佐
久
市
の
少
女
た
ち
一
人
一
人
の
こ
と
を
考
え
て
、

判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。 

（
市
長
）
こ
う
し
た
残
念
な
、
最
初
は
ワ
ク
チ
ン
と

し
て
有
効
な
も
の
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
が
、

結
果
的
に
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
た
た
な
い
う
ち
に
、

た
く
さ
ん
の
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
る
、
踏
み
切

る
段
階
で
も
っ
と
慎
重
な
研
究
を
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
定
期
検
診

は
ご
案
内
の
通
り
、
よ
り
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
市

と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

■
学
校
給
食
の
放
射
能
測
定 

（
吉
川
）
先
月
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
は
、
給
食
に

使
わ
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
か
ら
基
準
値
の
２
倍
以
上
の

セ
シ
ウ
ム
、
234b

q
/k

g

が
測
定
さ
れ
ま
し
た
。
原

発
事
故
か
ら
５
年
た
っ
た
今
で
も
福
島
県
外
に
お

い
て
高
濃
度
の
セ
シ
ウ
ム
が
測
定
さ
れ
、
世
間
を

驚
か
せ
ま
し
た
。 

放
射
能
は
若
い
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
に
影
響

が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
数

字
で
表
し
ま
す
と
、
小
さ
な
子
ど
も
は
成
人
男
性

の
20
倍
も
の
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。 

給
食
と
い
う
の
は
児
童
生
徒
が
食
べ
る
に
あ
た

り
、
自
分
で
食
材
を
選
択
で
き
な
い
の
で
す
。 

佐
久
市
に
お
け
る
給
食
食
材
の
放
射
能
測
定
は
、

ど
の
よ
う
に
測
定
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

（
答
）
市
役
所
３
階
に
あ
り
ま
す
検
査
室
で
簡
易

型
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
メ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
放

射
能
セ
シ
ウ
ム
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
各
給
食
セ

ン
タ
ー
の
栄
養
教
諭
及
び
栄
養
士
が
、
原
子
力
災

害
本
部
が
設
定
し
た
検
査
対
象
自
治
体
で
あ
る
17

都
県
産
の
食
材
を
優
先
し
、
１
回
に
２
品
目
を
選

定
し
、
測
定
し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
測
定
は
、
生
活
環
境
課
が
、
選
定
は
各
セ

ン
タ
ー
の
栄
養
士
の
先
生
が
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
測
定
結
果
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
た

ち
が
給
食
食
材
の
放
射
能
測
定
を
要
望
し
、
２
台

の
測
定
器
が
佐
久
市
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
４
年

間
測
定
を
続
け
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
答
）
測
定
開
始
か
ら
現
在
ま
で
、
学
校
給
食
に
用

い
て
い
る
食
品
の
放
射
能
は
、
す
べ
て
不
検
出
で

し
た
。
不
検
出
と
は
放
射
性
物
質
が
存
在
し
な
い

か
、
又
は
測
定
下
限
値
で
あ
る
25b

q
/k

g
未
満
で

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
農
作
物
別
の
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
の
よ

う
な
移
行
係
数
も
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

キ
ャ
ベ
ツ
は
移
行
係
数
が

0
.0

0
0

9
2

で
す
が
、

サ
ツ
マ
イ
モ
は
0.33
、お
米
に
関
し
て
は0

.0
1

2

で

す
。
移
行
係
数
が
高
け
れ
ば
、
土
壌
に
あ
る
セ
シ
ウ

ム
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
数
字

で
す
。 

以
前
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
検

体
数
を
減
ら
し
て
で
も
、
測
定
時
間
を
長
く
す
る

と
、
よ
り
精
密
な
測
定
方
法
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

（
答
）
平
成
24
年
度
以
降
出
荷
制
限
の
設
定
品
目

が
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
か
ら
基
準
値

を
超
え
る
品
目
も
限
定
的
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
検
査
体
制
の
方
向
性
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
佐
久
市
と
し
て
は
今
後

も
児
童
生
徒
へ
の
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
を
大

前
提
に
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

（
吉
川
）
市
長
の
、
測
定
を
や
め
る
か
ど
う
か
検
討

し
た
い
と
い
っ
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
止
め
る
と
い
う
判
断
は
無
謀

で
す
し
、
市
民
の
不
安
を
あ
お
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。 

学
校
給
食
で
、
調
理
業
務
の
民
間
委
託
と
い
う

話
も
出
て
い
ま
す
が
、
給
食
の
安
心
安
全
と
い
う

面
か
ら
も
公
共
が
担
当
す
べ
き
分
野
だ
と
思
い
ま

す
。
私
の
周
り
で
も
懸
念
し
て
い
る
方
た
ち
が
多

い
の
で
、
ぜ
ひ
、
保
護
者
や
市
民
を
含
め
た
勉
強
や

研
究
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。 

第
二
回
定
例
議
会
で
一
般
質
問 

 

平成 28年度第一回定例会（3月）にて 

「佐久市特別職の職員等の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」という議案で市長、副市長、教育長、及び議員の

期末手当を 0.2ヵ月引き上げることが可決されました。 

 これまでも佐久市議会においては、人事院による勧告に基づいて職員給与の改

定に準じ、特別職の期末手当については、平成 17年には引き上げを、また、平成

21年と 22年には引き下げを行いました。また、平成 26年には、国保税の増額改

定などと重なり、私も含め多くの議員の反対により引き上げを否決しました。 

 基本的には人事院勧告に準ずることは認めるべきであり、前回引上げを否決し

たこともあり、今回は引き上げ案に賛成しました。今後は、報酬審議会での検討

などを要望していきたいと思います。 

映画「大地を受け継ぐ」の上映に取り組む 

 6 月 25 日に福島県須賀川市に住む樽川和也さんとお母さんの原

発事故後の生活を知る、というドキュメンタリー映画の上映会を、佐

久平交流センターで開き、実行委員として、開会の挨拶をさせていた

だきました。10人程の 30～40代の女性が主体となり実行委員会を立

ち上げたのですが、240人余の方々にご来場いただきました。 

以前、福島の仮設住宅を訪問した際に、「前向きに生きろと言われ

ても、どっちが前か分からない」と言っていたおじさんは帰宅困難区

域に住んでいた方でした。その言葉は衝撃的でした。その後、別の機

会に「私たちが遠くにいてできる支援は何ですか？」とお聞きしたと

ころ、「私たちの事を忘れ 

ないでほしい」と言われま 

した。 

私はこの上映会で、実際 

に福島で葛藤の中で生きて 

いる樽川さんの話を聞くこ 

とが「誰にでもできる『忘 

れない』という支援」と感 

じました。風化させない、 

忘れない、ということが同 

じ過ちを繰り返さないこと 

に繋がると信じています。 

ワクチントーク全国集会に参加 

東京で行われたワクチントーク

へ参加してきました。栃木県で開業

している小児科医の本間先生は、な

るべくワクチンや薬を使わない自

然治療を実践している先生です。今

回はワクチンの必要性と危険性に

ついてお話いただきました。今まで

あまり考えず接種していたワクチ

ンも、もっと勉強する必要があると

感じました。 


